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学期 前期  曜日・校時   火１ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095175001  科目番号 10951750

授業科目名 ●教職の理解 

編集担当教員 小原 達朗 

授業担当教員名(科目責任者) 小原 達朗 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 小原 達朗,石部 邦昭,西川 崇 

科目分類   学部モジュール科目、教職、教職（第２欄） 

対象年次   1年   講義形態   講義科目  

教室 [教養A棟]A-21  

対象学生（クラス等） 学部1年生  

担当教員Eメールアドレス labo@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部252室  

担当教員TEL 819-2294  

担当教員オフィスアワー 金曜日17：00～17：40  

授業の概要及び位置づけ

今日の急激な社会変化の中で、学校教育をめぐる様々な教育課題に適切に対処しつつ充実した教育指
導を実現するためには教員の資質向上が必須である。本授業 においては、そのような教職の意義に
ついての理解を深め、学校における教師の役割について考察し、その役割を効果的に遂行するために
必要な資質について考 える。  

授業到達目標
教職についての全体像を表明できること。
現代の児童生徒の実際について表明できること。
現代の教育課題について表明し、自ら探究できること。  

授業方法（学習指導法） 本授業は、講義、グループワーク、質疑応答形式で行い、随時小レポートにより学びの過程を確認す
る。  

授業内容

1(4/ 8) イントロダクション（授業の趣旨・概要の説明）
2(4/15) 現代の子どもの実態
3(4/22) 専門職としての教師
4(5/13) 組織としての学校
5(5/20) 公務員としての教師
6(5/27) シリーズ学校経営の実際（附属中学校の取組）
7(6/ 3) シリーズ学校経営の実際（附属特別支援学校の取 組）
8(6/10) シリーズ学校経営の実際（附属幼稚園の取組）
9(6/17) シリーズ学校経営の実際（附属小学校の取組）
10(6/24) シリーズ学校経営の実際（教育行政の取組）
11(7/ 1) シリーズ教育活動を考える（家庭教育の視点から）
12(7/ 8) シリーズ教育活動を考える（子ども理解の視点から）
13(7/22) シリーズ新しい教育課題（特別支援教育の考え方進め方）
14(7/23) シリーズ新しい教育課題（体験活動の考え方進め方）
15(7/29) 先生になろう（模擬授業・場面指導のロールプレイング）
 

キーワード 教師、専門職、学校経営、教育課題  

教科書・教材・参考書 適宜資料を作成し配布する。  

25 ×4 100
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教職（課程共通）」
シラバスの詳細は以下となります。
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成績評価の方法・基準等 教師論、学校経営、教育活動、教育課題の各分野についてレポートを提出。各 点 分野で 点。
60点以上が合格。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 学ぶ側から指導・支援する立場に思考や視点を180度切り替えるための科目です。
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095195808  科目番号 10951958

授業科目名 学校教育心理【３Ｐ】 

編集担当教員 谷口 弘一 

授業担当教員名(科目責任者) 谷口 弘一 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 谷口 弘一 

科目分類   (教職免許科目･３欄) 

対象年次   1年,2年,3年   講義形態   講義科目  

教室 [教]11講義室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス taniguti@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部215番研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 毎週月曜日14:30～15:30  

授業の概要及び位置づけ 学校場面における様々な教育的事象を説明する上で有効となる心理学の諸理論について理解す
ること。  

授業到達目標
多様な教育実践的諸問題を心理学の視点から捉え考察することができる。心理学の知見を効果
的な指導に役立てることができる。
 

授業方法（学習指導法）
主として、講義形式（視聴覚教材、心理尺度等の実習教材、プリントを適宜使用）で行う予定
にしているが、少人数グループによる事前学習、発表、討論、事後 学習などを可能な限り多
く取り入れ、アクティブラーニング形式となるようにしたいと考えている。  

授業内容

授業内容（概要）
教育的諸問題を解決する上で有効となる心理学の諸理論や技法について解説する。本講義で
は、とりわけ、発達、学習、子どもの理解・指導など、教育実践と密接に関連したトピックを
取り上げる。

回 内容

1 教育心理学の目的・対象・領域

2 教育心理学の研究法・学習法

3 発達と教育

4 認知発達論(1)：ピアジェの認知発達段階

5 認知発達論(2)：心の理論

6 性格形成

7 社会性と社会的スキルの発達

8 学習の動機づけ(1)：内発的動機づけ

1800

タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「2014教育学研究科」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 学習の動機づけ(2)：原因帰属

10 学習の認知プロセス(1)：記憶のプロセス

11 学習の認知プロセス(2)：効果的学習法

12 学級の人間関係と教師のリーダーシップ

13 心理検査と心理療法

14 教育評価の考え方と実際(1)：評価の目的・基準

15 教育評価の考え方と実際(2)：評価の対象・方法

16 定期試験

キーワード 教育心理学・発達・学習・学級集団・教育評価  

教科書・教材・参考書 精選コンパクト教育心理学―教師になる人のために― 北大路書房  

成績評価の方法・基準等

期末試験100％
授業で募集する実験や調査などへの参加による学習、もしくはそれに替わる課題なども評価に
加味する。
合格基準は期末試験60％以上  

受講要件（履修条件） 受講人数が非常に多く、大教室での講義となるが、講義や発表にきちんと耳を傾け、その内容
を正しく理解すること。また、質疑応答にも積極的に参加すること。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ

可能な限りアクティブラーニング形式となるようにしたいと考えているので、学生諸君の積極
的な授業参加を期待している。
グループ学習による予習・発表・復習の一連のプロセスでは、教科書はもとより、新聞、イン
ターネット、専門書、学術論文など多くの情報源に当たって、担当内容に関する理解を深めて
ほしい。  
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095195809  科目番号 10951958

授業科目名 学校教育心理【３Ｐ】 

編集担当教員 原田 純治 

授業担当教員名(科目責任者) 原田 純治 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 原田 純治 

科目分類   (教職免許科目･３欄) 

対象年次   1年,2年,3年   講義形態   講義科目  

教室 [教]31講義室  

対象学生（クラス等） 学校教育教員養成課程１年次生(a班)  

担当教員Eメールアドレス harada@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部本館２階（222室）  

担当教員TEL 095-819-2396  

担当教員オフィスアワー 必要に応じて、メールにて問い合わせること。  

授業の概要及び位置づけ

将来教職に就くものにとって、各教科の指導内容・方法に精通することに加え、教育指導をど
のように行うかにあたり児童生徒の心身の発達、学習のメカニズム やその動機づけ、健全な
パーソナリティの育成等について基礎・基本となる教育心理学的な知識や基本的な教育的態度
の習得は必要とされる。  

授業到達目標 1. 教育的諸事象を心理学の視点から捉え考察することができる。
2. 教育心理学の知見を効果的な指導に役立てることができる。  

授業方法（学習指導法） 講義形式。  

授業内容

回 内容

1 教育心理学とは何か－その特徴・役割・研究領域の概説

2 発達１ 乳幼児期、児童期①

3 発達２ 児童期②

4 発達３ 青年期①

5 発達４ 青年期②

6 学習１ 学習とは何か、学習に関する理論

7 学習２ 学習理論に基づく学習指導法

8 学習３ 学習の動機づけ

9 パーソナリティ１ パーソナリティに関する定義、理論

10 パーソナリティ２ パーソナリティと適応

11 パーソナリティ３ パーソナリティの測定

12 教育評価１ 教育評価の役割・位置づけ
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「2014教育学研究科」
シラバスの詳細は以下となります。
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13 教育評価２ 絶対評価・相対評価・個人内評価

14 発達障害児の心理と指導

15 教師の心理

16 最終試験

キーワード 発達、学習、パーソナリティ（人格と適応）、教育評価  

教科書・教材・参考書 特に用いない  

成績評価の方法・基準等
1. 授業中の課題に対する積極的な取組(10％） 自発的な学習成果など
2. テーマ終了時の小テスト(20%)
2. 最終試験(70％)  

受講要件（履修条件） 特になし。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 講義内容に関する自主的な学習を求める。「調べ学習レポート」を課す場合がある。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   木３ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 1.0 

時間割コード 20141095195401  科目番号 10951954

授業科目名 ●障害児教育論 

編集担当教員 吉田 ゆり 

授業担当教員名(科目責任者) 吉田 ゆり 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 吉田 ゆり,高橋 甲介,石川 衣紀,穴山 司 

科目分類   学部モジュール科目、教職、教職（第３欄） 

対象年次   1年   講義形態   講義科目  

教室 [G棟4F]文教スカイホール  

対象学生（クラス等） 全コース1年  

担当教員Eメールアドレス yuyoshida@nagasaki-u.ac.jp(吉田）  

担当教員研究室 教育学部本館2階  

担当教員TEL 095-819-2394(吉田）  

担当教員オフィスアワー 授業終了後  

授業の概要及び位置づけ 障害児教育論は、障害のある子どもの特別支援教育に関する専門知識をわかりやすく講義し、あわせ
て附属特別支援学校での介護等体験実習に必要な事前学習を行うことをねらいとする。  

授業到達目標
附属特別支援学校での実習での基礎、及び介護等体験実習に必要な実践的な知識の理解・修得、さら
に特別支援教育に関する教育学・心理学・生理病理学に関する理論的基礎知識を理解・修得すること
。  

授業方法（学習指導法） 附属特別支援学校の校長・教頭、学部の教員による講義を中心に行う。  

授業内容

回 内容

1 附属特別支援学校教員の講義１

2 附属特別支援学校教員の講義２

3 附属特別支援学校教員の講義３

4 附属特別支援学校教員の講義４

5 学部教員（石川）：インクルージョンと特別支援教育（教育学領域から）

6 学部教員（高橋）：障害のある子どもの理解と支援（心理学領域から）

7 学部教員（吉田）：障害のある子どもの理解と支援（指導法・心理学領域から）

8 試験

9  

10  

11  

12  

13  

14  
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教職（課程共通）」
シラバスの詳細は以下となります。
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15  

16  

キーワード 介護等体験実習、障害のある子どもの理解と支援  

教科書・教材・参考書 茂木俊彦：障害児教育を考える（岩波新書）  

成績評価の方法・基準等 毎回提出の小レポート、試験を総合して評価する。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
特別支援学校教諭免許の履修を希望する学生には基礎の導入として、希望しない学生には、障害のあ
る子どもへの理解を深めるにおける唯一の機会です。参加観察実習の基礎的位置づけとして積極的に
学んでください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   木３ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 1.0 

時間割コード 20141095179801  科目番号 10951798

授業科目名 ●乳幼児教育論 

編集担当教員 井口 均 

授業担当教員名(科目責任者) 井口 均 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 井口 均,原田 和幸 

科目分類   学部モジュール科目、教職、教職（第３欄） 

対象年次   1年   講義形態   講義科目  

教室 [G棟4F]文教スカイホール  

対象学生（クラス等） １年（教育学部全コース生）  

担当教員Eメールアドレス hitoshi@  

担当教員研究室 225（井口）、附属幼稚園（元田）  

担当教員TEL 095-819-2388（井口）、095-819-2288（附属幼稚園、元田）  

担当教員オフィスアワー 随時（但し，事前連絡必要）  

授業の概要及び位置づけ 幼稚園期を含む乳幼児期の子どもの姿及び乳幼児教育の課題と方法について基本的な理解を深
める。  

授業到達目標

1.幼稚園とは何かについて説明できる
2.幼児期の遊びの特徴について指摘できる
3.乳幼児教育・保育の法的根拠を説明できる
4.乳幼児期の育ちの可能性を説明できる
5.幼児の学習能力の高さと問題点を指摘できる
5.幼保一体化の問題点について指摘できる  

授業方法（学習指導法） 講義  

授業内容

1.幼稚園の基本
2.幼稚園の生活・保育形態について
3.幼児の心のそだち
4.幼児の遊びと学びの姿
5.乳幼児教育・保育の法的根拠と基本課題
6.乳幼児の〝かしこさ〟とは何かを考える
7.進行する幼保一体化の動向と問題点を考える
8.まとめ  

キーワード 乳幼児、幼稚園、発達、遊び、学校、一体化、かしこさ、早期教育  

教科書・教材・参考書 配布資料、必要に応じて紹介  

成績評価の方法・基準等 小レポート（出欠を兼ねる）50点，受講態度10点，最終レポート40点，総合評価60％以上で
合格。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 幼稚園」
シラバスの詳細は以下となります。
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学生へのメッセージ  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084756&formatCode=1&rowIndex=1&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:44:29]

学期 後期  曜日・校時   金３ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095101801  科目番号 10951018

授業科目名 ●ボランティア論 

編集担当教員 小原 達朗 

授業担当教員名(科目責任者) 小原 達朗 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 小原 達朗 

科目分類   学部モジュール科目、学部共通科目、教科又は教職 

対象年次   1年   講義形態   講義科目  

教室 [教養A棟]A-21  

対象学生（クラス等） 学部1年生  

担当教員Eメールアドレス labo@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 252研究室  

担当教員TEL 095-819-2294  

担当教員オフィスアワー 水曜日１７：００～  

授業の概要及び位置づけ
行政の枠組みを越えた社会活動の新たな力としてボランティアが様々な形で展開してきた。本科目は、このよう
な背景のもとで社会的側面から学校教育や社会人 の課題としてボランティアの歴史、形態、方法、実態、精神及
び実践論について基礎知識を深める。  

授業到達目標 本科目は、ボランティア活動の実践を必ずしも勧めるものではない。「ボランティアとは何か」と授業を終えた
段階で自分なりの考え方を持つことができることが、到達目標である。  

授業方法（学習指導法） 主担当者以外に、外部の社会福祉団体等からの講師を迎えての授業である。講義を主とするが、障害者等に対す
るコミュニケ初ンの取り方や子どもへの対応の仕方等の演習・実技を含めた授業を行う。  

授業内容

1．10月03日 オリエンテーション
2．10月10日 ボランティアの意味
3．10月17日 ボランティアの実際
4．10月24日 福祉とボランティア
5．10月31日 福祉教育について
6．11月07日 社会福祉施設でのボランティア
7．11月14日 介護等体験とボランティア
8．11月21日 ボランティアのあゆみ
9．11月28日 聴覚障害者とボランティア
10．12月05日 視覚障害者とボランティア
11. 12月12日 ボランティアとNPO
12．12月19日 学校教育とボランティア
13．12月26日 災害とボランティア
14．01月09日 ボランティアのこれから
15．01月23日 質疑応答とまとめ  

キーワード ボランティアの意味、歴史、実態、是非  

教科書・教材・参考書 毎回の授業で内容に沿ったレジメや資料を配布する。  

成績評価の方法・基準等 ボランティアについての理論、実態、必要性や是非について正しく理解すること。毎回の小レポート(10点×10回
分）を合計し、60点点以上をを合格とする。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ ボランティアを勧めるための科目ではありません。ボランティアについて広く深く「考える」科目です。  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084756&formatCode=1&rowIndex=1&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:44:29]

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照
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学期 前期  曜日・校時   水３ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095530701  科目番号 10955307

授業科目名 ●国際理解教育論 

編集担当教員 楠山 研 

授業担当教員名(科目責任者) 楠山 研 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 楠山 研,井手 弘人 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   2年   講義形態   講義科目  

教室 [教]31講義室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス kusuyama@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 随時（メールで連絡してください）  

授業の概要及び位置づけ

諸外国の教育や学校の様子を知り、日本と異なっている部分がなぜあるのかについて、社会背景を含めて考える
。またいくつかの国や地域については詳細に学習 し、制度にとどまらず実際的な部分についても考え、理解を深
める。同時にこうした学習を通じて、日本の教育の特徴を考えるとともに、日本の中にも言語や文 化をめぐる様
々な問題があることを知り、解決策を探る。  

授業到達目標
諸外国の教育や学校の様子や、そうした状況が生み出される背景を理解できる。日本においても言語や文化をめ
ぐる問題があることを理解できる。これらを踏ま えて、日本の教育や学校の特徴を把握し、日本の教育について
考えることができる。  

授業方法（学習指導法） 講義形式を中心に、適宜活動や討論を含めて授業を進めていく。授業中に指示する小レポート・アンケート等も
、授業の一環として重視する。具体的には各担当教員が説明をおこなう。  

授業内容

回 内容

1 オリエンテーション

2 諸外国の教育が共通して抱えている課題

3 同じ目的、異なる方法（教育制度からみえてくるもの）

4 同じ目的、異なる方法（カリキュラムからみえてくるもの）

5 同じ方法、異なる目的（各国の教育実践をめぐって１）新しい教科への対応

6 同じ方法、異なる目的（各国の教育実践をめぐって２）改革への対応

7 海外子女教育の現状と課題

8 在外教育施設派遣制度と現地での教育

9
国際理解教育の実践前提（１）－東アジアにおける「知」の国家戦略とナショナル・カリキュラムデザイ
ン

10
国際理解教育の実践前提（２）－「内なる『知』」と「外への『知』」：アイデンティティとコンピテン
シー

国際理解教育の実践（１）－歴史教育対話：初等教育における「エティック」と「イーミック」の取り扱
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
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11 い

12 国際理解教育の実践（２）－初等教育における「トランスナショナル・リテラシー」の授業デザイン

13 国際理解教育の実践（３）演習：総合的な学習の時間「国際理解」を想定したロールプレイ（模擬授業）

14 事例研究（外国の教育を知るということ）

15 学生として私たちができること、できないこと

16  

キーワード 諸外国の教育、日本の中の国際化  

教科書・教材・参考書 教科書は使用しない。参考書は授業中に適宜紹介する。
授業はレジュメ、パワーポイント、DVDなどをもとに進めていく。  

成績評価の方法・基準等 授業中に指示する小レポート、コメント等 80％
期末レポート 20％  

受講要件（履修条件） なし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ テレビ等で外国の教室が映った時、日本とどこが違うか見つけておきましょう  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084358&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:46:56]

学期 後期  曜日・校時   月３ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095524601  科目番号 10955246

授業科目名 ●環境教育 

編集担当教員 星野 由雅 

授業担当教員名(科目責任者) 星野 由雅 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 星野 由雅,藤本 登 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、学部共通科目 

対象年次   2年, 3年   講義形態   講義科目  

教室 [教]11講義室  

対象学生（クラス等） 学部２，３，４年生  

担当教員Eメールアドレス hoshino@nagasaki-u.ac.jp, n-fuji@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 本館415室（星野），美術・技術棟111室（藤本）  

担当教員TEL 095-819-2332（星野），095-819-2360（藤本）  

担当教員オフィスアワー 木曜日以外の昼休み（星野），在室時は常時可（藤本）  

授業の概要及び位置づけ

学校教育における環境教育の意義を踏まえた後，環境と社会がどのように関わっているかを環境基本法などで大
まかに捉え、具体例として環境要因がどのように 環境や人間に影響を与え、社会が、それをどのように扱って行
けば良いのかを自らの調査を基に考え，発表する。また、ドイツの環境と社会との関わりを多角的 に調べ、日本
の環境教育のあるべき姿を探る。環境教育の導入となる科目である。  

授業到達目標

学校教育における環境教育の意義を述べることができるようになる。環境と社会と関わりについて、法的な知識
と理解度を高めると共に、現代社会の中で環境要 因が具体的にどのように環境や人間に影響を与え、社会がそれ
をどのように扱って行けば良いのかを多角的に調べ、環境教育のあるべき姿を述べることができる ようになる。
 

授業方法（学習指導法）
受講者自らが課題を設定し、その課題を解決するために、教科書，配布資料，参考書等で学習するとともに、課
題と課題解決のために学習した内容をレポートと し、発表する。また、学習した内容に応じてプレゼンテーショ
ンを学生自らが行う。授業中に学習内容の定着度を図る目的で小テストを数回課す。  

授業内容

回 内容

1
オリエンテーションとイントロダクション。
学校教育と環境教育の違い

2 学校教育と環境教育の違い

3 環境教育の授業構成

4 ESD（持続発展教育）

5 ESD（持続発展教育）

6 受講者自らが興味を持つ、環境問題を挙げる課題（事項と内容）を指示する。【課題：個人レポート】

7
班 に分かれて、各受講者ごとに挙げた環境問題を選定した理由を班員に説明する。次に、挙げた環境問
題の内容を理解するために必要な学習事項（法規や関連事 項）を挙げる課題を指示する。受講者から質
問があれば、学習事項の例とその内容について説明する。【課題：個人レポート】

8

班 に分かれて、各受講者ごとに学習事項（法規や関連事項）を発表し、班員全員が必須と考える学習事
項を選定する。班ごとに必須となった学習事項を理由と共に 発表する。クラス全体での必須学習事項を
受講者間の議論により選定する。必須学習事項について各受講者が学習してくる。【課題：個人レポー
ト】
教員による補足説明。

9
班ごとに必須学習事項について学習してきた内容を班内で各受講者が発表を行う。班内でテーマを１つに
選定し、その内容についてクラス全体にわかるように説明するための準備を行う。
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シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084358&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:46:56]

10
各班ごとに必須学習事項１つについて、発表（１）
教員による補足説明。

11
前回の授業で取り上げた必須学習事項に関する小テスト
各班ごとに必須学習事項１つについて、発表（２）
教員による補足説明。

12
前回の授業で取り上げた必須学習事項に関する小テスト
各班ごとに必須学習事項１つについて、発表（３）

13
班に分かれて、各受講生が作成した説明レポートを班内で発表。その後、班の代表者がクラス全体に対し
て説明レポートを基に発表。

14
班に分かれて、各受講生が作成した説明レポートを班内で発表。その後、班の代表者がクラス全体に対し
て説明レポートを基に発表。

15
班に分かれて、各受講生が作成した説明レポートを班内で発表。その後、班の代表者がクラス全体に対し
て説明レポートを基に発表。

16 定期試験

キーワード 環境基本法、環境基準、化学物質のリスク、ドイツの環境事情、環境教育  

教科書・教材・参考書 参考書１：谷村賢治・齋藤 寛編著「環境知を育む」税務経理協会
参考書２：及川 紀久雄・北野 大共著「人間・環境・安全―くらしの安全科学」共立出版  

成績評価の方法・基準等
授業中の小テスト、課題レポート、発表、定期考査を行って評価する。評価割合は，定期考査５０％，授業中の
小テスト２０％、課題レポート２０％、発表１０％とし，総合点で評価する。合格基準は，総合点で６０％以上
とする。  

受講要件（履修条件） 環境教育に興味関心の高い人を望む。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 各回のプレゼンテーションで，積極的に質問を行なうこと。学校現場で子どもたちに何を伝え，どういう活動を
行なわせる（あるいは自主的な取組みに導く）には何が必要かを念頭に置いて，授業に取組んで欲しい。  
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学期 集中（前  曜日・校時   時間割外 

開講期間 2014/04/01 ～ 2014/09/30 

必修選択   必, 選必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095532201  科目番号 10955322

授業科目名 ●平和学 

編集担当教員 上薗 恒太郎 

授業担当教員名(科目責任者) 上薗 恒太郎 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 上薗 恒太郎 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、特色ある科目、自由選択、教科又は教職、コース科目 

対象年次   3年   講義形態   講義科目  

教室  

対象学生（クラス等） 3・4年生対象。1・2年生参加も歓迎  

担当教員Eメールアドレス kamizono@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 212  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 未定  

授業の概要及び位置づけ 平和責任を考える。被害、加害責任を超えて、アジアに平和を創設する責任をどのように引き
受けるかを考える。  

授業到達目標 平和責任について語ることができる。  

授業方法（学習指導法） 文献を読み、対話する、セミナー方式、ならびにシンポジウム形式で進める。  

授業内容

8月29日集中講義1時間目から5時間目
福岡賢正『小さき者たちの戦争』南方新社、ならびに岡裕人『忘却に抵抗するドイツ 歴史教
育から「記憶の文化」へ』大月書店を、レジュメを作成して報告しながら、読む。
8月30日集中講義6時間目から10時間目
福岡賢正氏、岡裕人氏、そのほかの諸氏と平和責任シンポジウムを組織し、質問、対話する。
8月31日集中講義11時間目から15時間目
各人の考えを発表し、岡裕人氏などとの対話を通じて、大学生・青年として平和責任について
考える。
最後に最終レポートを提出する。  

キーワード 被害、加害、平和責任  

教科書・教材・参考書 福岡賢正『小さき者たちの戦争』南方新社
岡裕人『忘却に抵抗するドイツ 歴史教育から「記憶の文化」へ』大月書店  

成績評価の方法・基準等 参加（レポート、質問、討議）60%
最終レポート40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
内容の編集 福岡賢正『小さき者たちの戦争』南方新社、岡裕人『忘却に抵抗するドイツ 歴史
教育から「記憶の文化」へ』大月書店を読んでおくこと。また被爆、戦争、平和について関心
を持つこと。  
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001800091915&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 14:24:33]
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シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084352&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:49:07]

学期 集中（前  曜日・校時   時間割外 

開講期間 2014/04/01 ～ 2014/09/30 

必修選択   選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095532601  科目番号 10955326

授業科目名 ●学校教育危機管理論 

編集担当教員 水本 徳明 

授業担当教員名(科目責任者) 水本 徳明 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 水本 徳明 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   3年, 4年   講義形態   講義科目  

教室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mizumoto3296@bridge.ocn.ne.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 随時（集中講義期間中）  

授業の概要及び位置づけ 学校危機管理論の基本的事項および小，中学校における危機管理の実態と課題について理解するとともに，危機
管理の観点から学校の諸活動を分析し，実践する基礎的能力を育成する。  

授業到達目標

①不確実性，リスク，クライシス，リスク社会など，学校の危機管理に関わる概念について説明できる。
②学校において実際に行われている危機管理活動について説明できる。
③危機管理の観点から学校の諸活動を分析できる。
④学校の危機管理活動における教師の役割について説明できる。
⑤学校における危機管理活動の基礎となる，集団での協働活動に効果的に参加できる。  

授業方法（学習指導法）

次の方法を組み合わせて授業を進める。
①講義 学校の危機管理に関する基礎的な概念と制度について解説する。
②フィールドワーク 小学校及び中学校を訪問して、各学校における危機管理活動の実際について聞き取り調査を
行う。
③演習 フィールドワークで得た情報を分析して、学校における危機管理活動の実態と課題を把握するとともに、
学校の危機管理における教師の役割について検討する。  

授業内容

回 内容

1 イントロダクション：東日本大震災から学校の危機管理を考える

2 学校危機管理の基本概念

3 学校におけるリスク要因と危機管理の予測

4 学校におけるリスク要因と危機管理の予測分析

5 小学校における危機管理活動の聞き取り調査

6 小学校における危機管理活動の聞き取り調査

7 小学校における危機管理活動の記述

8 小学校における危機管理活動の分析

9 中学校における危機管理活動の聞き取り調査

10 中学校における危機管理活動の聞き取り調査

11 中学校における危機管理活動の記述

12 中学校における危機管理活動の分析

13 学校の危機管理における教師の役割
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084352&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:49:07]

14 学校における危機管理の実態と関連制度

15 まとめと振り返り

16 試験

キーワード リスク・マネジメント，クライシス・マネジメント，クライシス・コミュニケーション，危機管理マニュアル  

教科書・教材・参考書 教科書は使用しない。教材は授業中に配布する。参考書は授業中に指示する。  

成績評価の方法・基準等
授業におけるディスカッションへの貢献度(20%)及び試験の成績(80%)を総合して評価する。危機管理に関する
基礎概念に基づいて学校の諸活動につい て分析・検討できる能力及び教師としての危機管理の役割についての理
解度を評価する。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
教師の仕事はリスクを引き受け、リスクを管理し、リスクに対処することの連続であることを自覚してもらいた
い。本授業は、受講生と教員の、また受講生間の 意見交換を行いながら進める。また、フィールドワークにおい
て聞き取り調査を実施する。率直に議論し、学ぶ姿勢を持って参加してもらいたい。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084351&formatCode=1&rowIndex=2&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:53:49]

学期 後期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533001  科目番号 10955330

授業科目名 ●小学校英語活動[a1班] 

編集担当教員 ベー シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー シュウキー 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   3年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-11  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 講義室／言語教育研究センター  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ

平成20年告示の小学校学習指導要領により、小学校第5学年、第6学年に「外国語活動」が導入されました。平成
10年の告示では、「総合的な学習の時間」 などにおいて「国際理解に関する学習の一環」としての「外国語活動
」を行うことができるようになり、全国の小学校で個別に取り組まれてきましたが、平成 23年度から新しい学習
指導要領に基づく「外国語活動」（原則として英語）が完全実施されています。文部科学省は、小学校の英語活
動においては、単なる中 学校の英語教育の前倒しは避けるとともに教員が一方的に教え込むのではなく、児童が
楽しみながら外国語に触れたり、外国の生活や文化などに慣れ親しんだり することなど小学校段階にふさわしい
体験的な学習活動を行い、積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や態度を育成することが重要である
と述べてい ます。この授業では、このスタンスに沿った形で、子どもたちにどのように効果的に指導していくこ
とができるのか、外国語としての英語学習や異文化理解学習 が子どもたちにどのような関わりがあるのか、また
、どのように子どもたちの将来に結びついていくのか、その意義や目的、指導法について学びます。  

授業到達目標 小学校の学級担任として、中心になって外国語活動を担当するための基礎を習得できる。  

授業方法（学習指導法） 実際に外国語活動を担当する際の活動の作り方や進め方、教材作りなどを講義やワークショップの形で学びます
。  

授業内容

回 内容

1 イントロダクション

2 東アジアの児童英語教育について・テキスト

3 国際理解教育と英語活動について・テキスト

4 発音について・テキスト

5 活動の作り方について・テキスト

6 ゲーム・チャンツ・歌と寸劇について・テキスト

7 読み聞かせと教室英語・テキスト

8 クラスルームマネージメントについて・テキスト

9 教材作りについて・テキスト

10 模擬授業 2組 （１組20分）・テキスト

11 模擬授業・テキスト

12 模擬授業・テキスト

13 模擬授業・テキスト
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084351&formatCode=1&rowIndex=2&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:53:49]

14 模擬授業・テキスト

15 期末テスト

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書

Welcome to Kyushu, Japan

Written by Pino Cutrone and Siewkee Beh, and published by Shohakusha

その他の参考書は授業中に適宜紹介する  

成績評価の方法・基準等

授業への参加態度 28％
小テスト 12％
模擬授業など 30％
期末テスト 30％  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084350&formatCode=1&rowIndex=3&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:12]

学期 後期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533002  科目番号 10955330

授業科目名 ●小学校英語活動[a2班] 

編集担当教員 山崎 祐一 

授業担当教員名(科目責任者) 山崎 祐一 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 山崎 祐一 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   3年   講義形態   演習科目  

教室 [教]32講義室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス yamasaki@sun.ac.jp  

担当教員研究室 講義室／非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後など随時  

授業の概要及び位置づけ

文部科学省は、小学校の英語活動においては、単なる中学校の英語教育の前倒しは避けるとともに教員が一方的
に教え込むのではなく、児童が楽しみながら外国 語に触れたり、外国の生活や文化などに慣れ親しんだりするこ
となど小学校段階にふさわしい体験的な学習活動を行い、積極的にコミュニケーションを図ろうと する意欲や態
度を育成することが重要であると述べています。この授業では、このスタンスに沿った形で、子どもたちにどの
ように効果的に指導していくことが できるのか、外国語としての英語学習や異文化理解学習が子どもたちにどの
ような関わりがあるのか、また、どのように子どもたちの将来に結びついていくの か、その意義や目的や指導法
について学びます。また、現在小学校の先生方の大きな不安や悩みの一つが、ご自身の英語力と外国の文化に関
する知識です。「英 語を積極的に話す姿勢を教える」はもちろんのこと、教師として英語や外国文化を教えるに
足る英語運用能力や異文化コミュニケーション能力も身に付けていく 必要があります。それらの知識や技術をも
とに、小学校英語活動の授業を円滑に進めていくことができる技法の習得を目指します。  

授業到達目標
小学校で実際に英語活動を円滑に実践できる総合的な力を養います。小学校英語活動の授業を教えるに足る程度
の英語力も身に付けます。また、子どもたちが外 国の生活や文化などに慣れ親しめる授業の展開に結びつく異文
化（英語圏文化）の知識も身に付けます。  

授業方法（学習指導法）
実際に公立小学校の現場で行われている英語活動、またアメリカにおける小学校外国語教育の実際の様子を写真
や動画を見ながら解説します。毎回少しずつ自分 自身の英語スキルアップのための練習をします。同時に現場で
どう教えたらよいのか、その技法を講義と演習形式によって学びます。  

授業内容

第1回 はじめに～小学校外国語（英語）活動の現状～

第2回 国際語としての英語～小学校英語活動における「英語」の捉え方～
第3回 英語の発音指導と意義（教師のスキルアップ活動）
第4回 英語の発音演習（教師のスキルアップ活動）
第5回 小学校英語活動における方略的能力とコンテントベースアプローチ
第6回 アメリカでは小学校で外国語をどう教えているか
第7回 アメリカにおける外国語教育～小学校英語活動への応用の可能性～
第8回 異文化の人と積極的にコミュニケーションをはかる能力を培う英語活動
第9回 異文化理解と英語学習/習得
第10回 言語メッセージと文化～小学校英語活動の中で子どもたちにどう伝えるか～
第11回 小学校英語活動と非言語コミュニケーション
第12回 小学校英語活動と国際交流～子どもたちの異文化体験の重要性～
第13回 小中連携の実践例～その現状と課題～
第14回 小学校英語活動演習
第15回 小学校英語活動演習とまとめ
第16回 期末試験  

キーワード 小学校外国語活動、異文化理解、発音  
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タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084350&formatCode=1&rowIndex=3&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:12]

教科書・教材・参考書

『Hi，friends！Ⅰ』（文部科学省）
『英会話の教科書』（Ｊリサーチ出版）
『英語リスニング大特訓』（Ｊリサーチ出版）
参考文献に関しては、必要に応じて講義時間に指示します。  

成績評価の方法・基準等

成績評価の方法
試験 ･･･ 50%
提出物･･･ 25%
授業中の課題に対する積極的な取組状況･･･ 25%

合格水準
E ･･･ 全ての項目において優れている。
A ･･･ ほぼ全ての項目において優れている。
B ･･･ 全ての項目において望ましい水準に達している。
C ･･･ 一部の項目において望ましい水準に達していない。
D(不可)･･･ほとんどの項目において望ましい水準に達していない。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 受講希望者は第一回の講義に必ず出席してください。特に遅刻・欠席に注意してください。子どもたちが楽しく
英語を学んでいけるように、みなさんも楽しく学んでほしいと思います。一緒に頑張りましょう！  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084349&formatCode=1&rowIndex=4&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:34]

学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533003  科目番号 10955330

授業科目名 ●小学校英語活動[b1班] 

編集担当教員 ベー シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー シュウキー 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   3年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-11  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 講義室／言語教育研究センター  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ

平成20年告示の小学校学習指導要領により、小学校第5学年、第6学年に「外国語活動」が導入されました。平成
10年の告示では、「総合的な学習の時間」 などにおいて「国際理解に関する学習の一環」としての「外国語活動
」を行うことができるようになり、全国の小学校で個別に取り組まれてきましたが、平成 23年度から新しい学習
指導要領に基づく「外国語活動」（原則として英語）が完全実施されています。文部科学省は、小学校の英語活
動においては、単なる中 学校の英語教育の前倒しは避けるとともに教員が一方的に教え込むのではなく、児童が
楽しみながら外国語に触れたり、外国の生活や文化などに慣れ親しんだり することなど小学校段階にふさわしい
体験的な学習活動を行い、積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲や態度を育成することが重要である
と述べてい ます。この授業では、このスタンスに沿った形で、子どもたちにどのように効果的に指導していくこ
とができるのか、外国語としての英語学習や異文化理解学習 が子どもたちにどのような関わりがあるのか、また
、どのように子どもたちの将来に結びついていくのか、その意義や目的、指導法について学びます。  

授業到達目標 小学校の学級担任として、中心になって外国語活動を担当するための基礎を習得できる。  

授業方法（学習指導法） 実際に外国語活動を担当する際の活動の作り方や進め方、教材作りなどを講義やワークショップの形で学びます
。  

授業内容

回 内容

1 イントロダクション・テキスト

2 東アジアの児童英語教育について・テキスト

3 国際理解教育と英語活動について・テキスト

4 発音について・テキスト

5 活動の作り方について・テキスト

6 ゲーム・チャンツ・歌と寸劇について・テキスト

7 読み聞かせと教室英語・テキスト

8 クラスルームマネージメントについて・テキスト

9 教材作りについて・テキスト

10 模擬授業 2組 （1組20分）・テキスト

11 模擬授業・テキスト

12 模擬授業・テキスト

13 模擬授業・テキスト

1800

タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084349&formatCode=1&rowIndex=4&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:34]

14 模擬授業・テキスト

15 期末テスト

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書

Welcome to Kyushu, Japan
Written by Pino Cutrone and Siewkee Beh, and published by Shohakusha

その他の参考書は授業中に適宜紹介する  

成績評価の方法・基準等

授業への参加態度 28％
小テスト 12％
課題や模擬授業など 30％
期末テスト 30％  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084348&formatCode=1&rowIndex=5&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:59]

学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必, 選択  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533004  科目番号 10955330

授業科目名 ●小学校英語活動[b2班] 

編集担当教員 山崎 祐一 

授業担当教員名(科目責任者) 山崎 祐一 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 山崎 祐一 

科目分類   学部モジュール科目、教科又は教職、教科又は教職 

対象年次   3年   講義形態   演習科目  

教室 [教]32講義室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス yamasaki@sun.ac.jp  

担当教員研究室 講義室／非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後など随時  

授業の概要及び位置づけ

文部科学省は、小学校の英語活動においては、単なる中学校の英語教育の前倒しは避けるとともに教員が一方的
に教え込むのではなく、児童が楽しみながら外国 語に触れたり、外国の生活や文化などに慣れ親しんだりするこ
となど小学校段階にふさわしい体験的な学習活動を行い、積極的にコミュニケーションを図ろうと する意欲や態
度を育成することが重要であると述べています。この授業では、このスタンスに沿った形で、子どもたちにどの
ように効果的に指導していくことが できるのか、外国語としての英語学習や異文化理解学習が子どもたちにどの
ような関わりがあるのか、また、どのように子どもたちの将来に結びついていくの か、その意義や目的や指導法
について学びます。また、現在小学校の先生方の大きな不安や悩みの一つが、ご自身の英語力と外国の文化に関
する知識です。「英 語を積極的に話す姿勢を教える」はもちろんのこと、教師として英語や外国文化を教えるに
足る英語運用能力や異文化コミュニケーション能力も身に付けていく 必要があります。それらの知識や技術をも
とに、小学校英語活動の授業を円滑に進めていくことができる技法の習得を目指します。  

授業到達目標
小学校で実際に英語活動を円滑に実践できる総合的な力を養います。小学校英語活動の授業を教えるに足る程度
の英語力も身に付けます。また、子どもたちが外 国の生活や文化などに慣れ親しめる授業の展開に結びつく異文
化（英語圏文化）の知識も身に付けます。  

授業方法（学習指導法）
実際に公立小学校の現場で行われている英語活動、またアメリカにおける小学校外国語教育の実際の様子を写真
や動画を見ながら解説します。毎回少しずつ自分 自身の英語スキルアップのための練習をします。同時に現場で
どう教えたらよいのか、その技法を講義と演習形式によって学びます。  

授業内容

第1回 はじめに～小学校外国語（英語）活動の現状～
第2回 国際語としての英語～小学校英語活動における「英語」の捉え方～
第3回 英語の発音指導と意義（教師のスキルアップ活動）
第4回 英語の発音演習（教師のスキルアップ活動）
第5回 小学校英語活動における方略的能力とコンテントベースアプローチ
第6回 アメリカでは小学校で外国語をどう教えているか
第7回 アメリカにおける外国語教育～小学校英語活動への応用の可能性～
第8回 異文化の人と積極的にコミュニケーションをはかる能力を培う英語活動
第9回 異文化理解と英語学習/習得
第10回 言語メッセージと文化～小学校英語活動の中で子どもたちにどう伝えるか～
第11回 小学校英語活動と非言語コミュニケーション
第12回 小学校英語活動と国際交流～子どもたちの異文化体験の重要性～
第13回 小中連携の実践例～その現状と課題～
第14回 小学校英語活動演習
第15回 小学校英語活動演習とまとめ
第16回 期末試験  

キーワード 小学校英語活動、異文化理解、発音  

1800

タイトル「2014年度シラバス（多・教・経・医・歯・薬・工・環・各研究科）」、開講所属「教育学部全体-教育学部 教科又は教職，教職関連科目 」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...!1426642313330?subjectId=001800084348&formatCode=1&rowIndex=5&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:54:59]

教科書・教材・参考書

『Hi，friends！Ⅰ』（文部科学省）
『英会話の教科書』（Ｊリサーチ出版）
『英語リスニング大特訓』（Ｊリサーチ出版）
参考文献に関しては、必要に応じて講義時間に指示します。  

成績評価の方法・基準等

成績評価の方法
試験 ･･･ 50%
提出物･･･ 25%
授業中の課題に対する積極的な取組状況･･･ 25%

合格水準
E ･･･ 全ての項目において優れている。
A ･･･ ほぼ全ての項目において優れている。
B ･･･ 全ての項目において望ましい水準に達している。
C ･･･ 一部の項目において望ましい水準に達していない。
D(不可)･･･ほとんどの項目において望ましい水準に達していない。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 受講希望者は第一回の講義に必ず出席してください。特に遅刻・欠席に注意してください。子どもたちが楽しく
英語を学んでいけるように、みなさんも楽しく学んでほしいと思います。一緒に頑張りましょう！  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...30?subjectId=001800084346&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:58:48]

学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533801  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[子ども理解] 

編集担当教員 内野 成美 

授業担当教員名(科目責任者) 内野 成美 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 内野 成美 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]21講義室  

対象学生（クラス等） 1年  

担当教員Eメールアドレス soudan@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育実践総合センター（シンフォニー） 1階  

担当教員TEL 095-819-2297  

担当教員オフィスアワー 月曜日・火曜日の昼休み。基本的には随時。まずはメールにて連絡を  

授業の概要及び位置づけ
子ども理解とは何か。
子どもがどのように理解され、またどのように理解するべきかを教育学・心理学の様々なアプロー
チ法を知り、知識を深める。  

授業到達目標
①課題について考察することができる
②それぞれが探究し答えを提起することができる
③Selflearningを実践することができる  

授業方法（学習指導法） １１人の教員が、それぞれに課題を提起する。その中で、学生同士および学生と教員間での討論等
により、課題を深化させる。  

授業内容

２班に分けて授業を実施しますので、講義の順番は班によって異なります。

①教育と教育学に関わる問題意識の明確化
②問題行動等の状況
③日本の教育の特徴、言えますか？
④教師の学級指導メッセージに関する研究１
⑤教師の学級指導メッセージに関する研究２
⑥テストは何を評価するのか？
⑦テストは何を評価するのか？
⑧対人関係と精神的健康１
⑨対人関係と精神的健康２
⑩体験を基盤とした学校内外での子どもの育ち１
⑪体験を基盤とした学校内外での子どもの育ち２
⑫質問紙法の実習１
⑬質問紙法の実習２
⑭学級集団の中で適応に困難を感じている子どもたち１
⑮学級集団の中で適応に困難を感じている子どもたち２  

キーワード 子ども理解 探究  

教科書・教材・参考書 適宜提案する  
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シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...30?subjectId=001800084346&formatCode=1&rowIndex=0&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:58:48]

成績評価の方法・基準等 配点は、授業に関する小レポート30点，テスト及び課題への取組70点。合格条件は、小レポート6
0％（18点）以上で、かつ総合点60点以上。  

受講要件（履修条件） 子ども理解実践専攻の１年次を対象としたものです。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
子ども理解実践専攻を担当する教員がオムニバス形式で授業を行います。それぞれの専門分野の入
り口を覗くよい機会となると思われますので、事前にそれぞれの教員の専門分野を理解しておくこ
とを期待します。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...30?subjectId=001800084345&formatCode=1&rowIndex=1&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:59:10]

学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533802  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[ICT活用] 

編集担当教員 全 炳徳 

授業担当教員名(科目責任者) 全 炳徳 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 全 炳徳 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]第2PC室  

対象学生（クラス等） 学校教育教員養成課程  

担当教員Eメールアドレス bdjun@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育本館、309号室  

担当教員TEL 095-819-2324  

担当教員オフィスアワー 月曜日、10:00 -- 12:00  

授業の概要及び位置づけ
本講義は初等教育にかかわる先生たちが、ゼミナールの前にゼミの紹介をするもので、複数の先生
たちによるゼミの紹介を行う。それぞれのゼミで行っている内容の紹介が本講義のねらいである。
 

授業到達目標 三年時から取り組むであろう、希望のゼミの内容が理解できることが到達目標である。  

授業方法（学習指導法） 複数の先生たちによる授業であるため、各回ごと、それぞれの授業方法がとられる。実践的な講義
であったり、座学であったり、野外での実施も想定される。  

授業内容 第１回～第15回：担当の先生によるゼミ、および研究内容の紹介  

キーワード  

教科書・教材・参考書 担当の教員による提示  

成績評価の方法・基準等

合格水準

次の3点をすべて満たした場合，合格とする．
・出席2/3以上
・授業中の小課題とレポート全提出
・最終課題評価60点以上

評価方法

2/3出席し，かつ，授業中の小課題とレポートをすべて提出したもののみが，最終課題に取り組む
ことができる．判定は課題評価の60点以上を合格とする．  

受講要件（履修条件） ゼミナールIを三年時に受ける予定の学生  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...30?subjectId=001800084344&formatCode=1&rowIndex=2&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 13:59:31]

学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533803  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[教科授業] 

編集担当教員 鈴木 慶子 

授業担当教員名(科目責任者) 鈴木 慶子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 鈴木 慶子 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]22講義室  

対象学生（クラス等） 小学校教育コース（教科授業実践専攻）  

担当教員Eメールアドレス akasaki@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部５階 ５１３号室  

担当教員TEL 095-819-2368  

担当教員オフィスアワー 月曜、３校時  

授業の概要及び位置づけ 教員を知り、学生を知るとともに教育学部での学びの導入。  

授業到達目標 教育学部での学びについて理解することができる。  

授業方法（学習指導法） 講義に加えて、適宜、演習形式を取り入れる。  

授業内容 第１回～第１５回 教科授業実践専攻担当教員によるオムニバス形式の授業（毎回、担当教員の専
門分野を扱う）  

キーワード  

教科書・教材・参考書 必要に応じて、適宜指示する。  

成績評価の方法・基準等

評価方法
・授業への取り組みの姿勢
・毎回の授業の課題（レポート等を含む）

合格基準
。到達目標が達成できているかを上記の方法で総合的に評価する。60点以上が合格。出席は2/3以
上。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...30?subjectId=001800084343&formatCode=1&rowIndex=3&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 14:00:00]

学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533804  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[多文化理解] 

編集担当教員 小原 達朗 

授業担当教員名(科目責任者) 小原 達朗 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 小原 達朗 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]31講義室  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス labo@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部252室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー  

授業の概要及び位置づけ
小学校教員に必要なプラスアルファの力を付ける。教育の「国際化」や「国際理解教育」といった
新しい時代の要請に応えることのできる教員への第一歩を踏み出すための基礎知識や実践力を身に
つける科目である。  

授業到達目標
授業づくりの基礎が身についている。多文化理解の基礎を理解している。外国の子どもへの授業な
ど、多文化状況にある教室で授業をするということについて考えられる。
 

授業方法（学習指導法）
講義とグループ学習を組み合わせて授業づくり等の集団活動をおこなう。学生の希望や状況に応じ
て
方法や内容が変わることがある。  

授業内容

回 内容

1 オリエンテーション

2 担当教員のテーマ（１）

3 担当教員のテーマ（２）

4 担当教員のテーマ（３）

5 担当教員のテーマ（４）

6 担当教員のテーマ（５）

7 担当教員のテーマ（６）

8 担当教員のテーマ（７）

9 授業づくり中間報告

10 授業づくりに関連する基礎講義（１）

11 授業づくりに関する基礎講義（２）

12 授業づくり（１）
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13 授業づくり（２）

14 授業発表会

15 授業発表および好評

16  

キーワード 学校の多文化化，集団活動  

教科書・教材・参考書 授業中に適宜紹介する。  

成績評価の方法・基準等 授業への取り組み、グループ発表での貢献度などから総合的に判断する。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 常に教材となるような物事を見つけようとする視点をもって講義に臨むこと。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533805  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[芸術感性(音)] 

編集担当教員 福井 昭史 

授業担当教員名(科目責任者) 福井 昭史 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 福井 昭史 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]音1番  

対象学生（クラス等） 音楽専攻  

担当教員Eメールアドレス a-fukui@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 音楽棟３階  

担当教員TEL 095-819-2342  

担当教員オフィスアワー 在室時は常時相談可  

授業の概要及び位置づけ 音楽学習に必要な基本的な語彙を身に付けることが本講義の目的である。  

授業到達目標 示された用語を80％以上正確に答えられること。  

授業方法（学習指導法）
本ゼミナールでは，音楽形式、楽曲の様式などに関する基礎的な知識を身に付けることであり、受
講生が各々の事項について調べ学習を行い、その発表を行う。
 

授業内容

回 内容

1 音楽の形式に関する課題（リート形式、器楽形式に属する各種形式）１

2 音楽の形式に関する課題（リート形式、器楽形式に属する各種形式）２

3
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）１

4
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）２

5
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）３

6 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）１

7 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）２

8 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）３

9 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）４

10 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）１

11 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）２

12 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）３
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13 ポピュラー音楽や現代の音楽１

14 ポピュラー音楽や現代の音楽２

15 ポピュラー音楽や現代の音楽３

16 試験

キーワード 音楽  

教科書・教材・参考書 課題のテキストを配布する。  

成績評価の方法・基準等 合格水準に到達するまで、音楽用語とその内容等に関する試験を繰り返し実施する。（100％）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ ３コマ程度の授業を実施した後で、テストで理解の程度を確認する。理解が不十分な場合は、学習
を繰り返し、再テストを行う。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533806  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[芸術感性(美)] 

編集担当教員 中川 泰 

授業担当教員名(科目責任者) 中川 泰 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 中川 泰,佐藤 敬助,菅野 弘之,針貝 綾,牧野 一穂 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室  

対象学生（クラス等） 1年  

担当教員Eメールアドレス nakagawa@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 美術・技術教室209-1  

担当教員TEL 095-819-2351  

担当教員オフィスアワー 月12：10～12：40  

授業の概要及び位置づけ これから美術を専攻していく学生のために、美術の枠組みを示し、どのような知識や技能を習得し
ていかなければならないかを提示する  

授業到達目標 美術の学び方について説明できる  

授業方法（学習指導法） 美術科の教員がオムニバスで各領域に関するゼミナールを行う  

授業内容

回 内容

1 美術科教育領域について(1)

2 美術科教育領域について(2)

3 美術科教育領域について(3)

4 絵画領域について(1)

5 絵画領域について(2)

6 絵画領域について(3)

7 工芸領域について(1)

8 工芸領域について(2)

9 工芸領域について(3)

10 美術理論・美術史領域について(1)

11 美術理論・美術史領域について(2)

12 美術理論・美術史領域について(3)

13 彫刻領域について(1)

14 彫刻領域について(2)

15 彫刻領域について(3)
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16  

キーワード 美術  

教科書・教材・参考書 ｢美術資料・表現と鑑賞｣(秀学社)、その他は必要に応じて適宜指示する  

成績評価の方法・基準等 各担当者による試験またはレポートまたは作品50％、各担当者の授業での参加状況50％・各担当
者の授業で60点以上（100点満点）かつ出席3分の2以上  

受講要件（履修条件） 幼稚園教育コース芸術的感性開発専攻（美術）に所属する学生  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 欠かさず出席すること  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533807  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[こども保育] 

編集担当教員 井口 均 

授業担当教員名(科目責任者) 井口 均 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 井口 均,小西 祐馬,森野 美央 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]32講義室  

対象学生（クラス等） 1年  

担当教員Eメールアドレス hitoshi@,konishi@  

担当教員研究室 225（井口）、224（小西）  

担当教員TEL 095-819-2388（井口）、095-819-2328（小西）  

担当教員オフィスアワー 随時  

授業の概要及び位置づけ 1.身体・運動遊びによる相互交流
2.保育ボランティアによる保育現場の体験  

授業到達目標

1.身体・運動遊びの面白さを実感する
2.幼稚園・保育園の独自な保育の取組みを知る
3.１日の生活の流れを知る
4.幼稚園・保育園の保育者の仕事内容を知る
5.自分の体験で感じたこと、考えたことを発表できる  

授業方法（学習指導法） ・体験的遊びと職場体験を通しての交流  

授業内容

1.オリエンテーション
2～6.運動遊び
7.幼稚園・保育園の制度的基本知識と日課事例
8～14.保育ボランティア
15・16.体験発表会
 

キーワード 遊び、幼稚園、保育園  

教科書・教材・参考書  

成績評価の方法・基準等 遊び演習への参加30点、小レポート20点、ボランティア参加30点、発表20点、総合評価が60％以
上で合格。  

受講要件（履修条件） こども保育専攻生であること。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 運動できる服装、上履きの準備。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533808  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[国語] 

編集担当教員 勝俣 隆 

授業担当教員名(科目責任者) 勝俣 隆 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 勝俣 隆,前田 桂子 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]演習室6-(12)  

対象学生（クラス等） 中学国語一年  

担当教員Eメールアドレス katumata@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部653番研究室  

担当教員TEL 819-2299  

担当教員オフィスアワー 水曜日放課後  

授業の概要及び位置づけ

中学校国語専攻の学生が2年次以降において、スムーズに専門科目に入っていけるように、その準
備的な内容の指導助言を行う。
前 半は、国文学研究の基礎として、古典文学を変体仮名で読解する訓練を主に行う。合わせて、
大学の講義を受講するに当たっての必要最低限の知識・手法等を学 ぶ。後半は、国語学全般につ
いて、必要最低限の知識・手法等を学ぶ。位置づけは、あくまで専門科目への入門科目としてであ
る。  

授業到達目標

１，前半は、変体仮名で書かれたものを、大体読めるようになることが、第一の到達目標である。
２，国文学に関する基本的な知識を身に付けることが、第二の目標である。
３，後半は、国語学に関するごく基本的な知識を身に付けることが、第一の到達目標である。
４，2年次以降の講義等に対処できる準備的能力を身に付けることが、全体的な到達目標である。  

授業方法（学習指導法）

教師による説明指導の後、実際に各自が変体仮名を読んでみて、慣れることが必要である。従って
､学習者は、自ら翻字作業を行い、字母と実際の草仮名の対応を理解する必要がある。また、担当
分を前に出て発表する形式を取る。
国語学分野においても、同様で、人数が少ないので、きめ細やかな対応ができる。  

授業内容

第1回 勝俣担当 国文学分野・ガイダンスと講義
第2回 勝俣担当 国文学分野講義
第3回 勝俣担当 国文学分野講義
第4回 勝俣担当 国文学分野講義
第5回 勝俣担当 国文学分野講義
第6回 勝俣担当 国文学分野講義
第7回 勝俣担当 国文学分野講義
第8回 勝俣担当 国文学分野講義と試験

第9回 前田担当 国語学分野講義
第10回 前田担当 国文学分野講義
第11回 前田担当 国語学分野講義
第12回 前田担当 国語学分野講義
第13回 前田担当 国語学分野講義
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第14回 前田担当 国語学分野講義
第15回 前田担当 国語学分野講義と試験
 

キーワード 入門科目 変体仮名（崩し字〉読解 古典文学 国語学  

教科書・教材・参考書 プリント対応する。教科書等は使わない。  

成績評価の方法・基準等 2割出席、2割意欲、4割試験、１割応答、１割その他。  

受講要件（履修条件） まだ専門的知識を得ていない段階にある段階にあること。。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 基本的、国語科の学生ならば、誰でも理解出来、積極的に楽しみながら出来る作業でもあるので、
是非自信を持って取り組んで欲しい。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533809  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[数学] 

編集担当教員 島袋 修 

授業担当教員名(科目責任者) 島袋 修 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 島袋 修,梶本 ひろし,北村 右一 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]23講義室  

対象学生（クラス等） 中学校教育コース数学専攻1年  

担当教員Eメールアドレス shimabukuro@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 教育学部棟310号室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー  

授業の概要及び位置づけ 文献の内容を理解し、的確に説明できる能力を身につけてほしい。３，４年生で行われるゼミナー
ルへの入門でもある。  

授業到達目標 代数学、幾何学、解析学に関連する各自の課題に関して、文献の内容を的確に説明できる。教員か
らの質問に対し十分に答えることができる。  

授業方法（学習指導法） 輪読形式  

授業内容

代数学の基礎的内容、幾何学の基礎的内容、解析学の基礎的内容にあたる文献を講読し口頭発表を
行う。
各自が周辺事情を含めた調査を行い、その結果を報告する。毎回の授業ごとに、成果の口頭発表が
行われる。

教員は、学生自身の課題発表にたいし、助言をおこなう。

 

キーワード プレゼンテーション  

教科書・教材・参考書 初回に指示する  

成績評価の方法・基準等

・発表の準備をしっかり行っていること
・教材の内容を正確に理解していること
・発表時の説明のわかりやすさ
・質問に対する答えかたが妥当であること

以上の観点を総合して判断する。合格点は６０点。  

受講要件（履修条件） なし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ いかなる質問にたいしても答えられるよう、十分な準備が必要。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533810  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[音楽] 

編集担当教員 福井 昭史 

授業担当教員名(科目責任者) 福井 昭史 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 福井 昭史 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]音1番  

対象学生（クラス等） 音楽専攻  

担当教員Eメールアドレス a-fukui@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 音楽棟３階  

担当教員TEL 095-819-2342  

担当教員オフィスアワー 在室時は常時相談可  

授業の概要及び位置づけ 音楽学習に必要な基本的な語彙を身に付けることが本講義の目的である。  

授業到達目標 示された用語を80％以上正確に答えられること。  

授業方法（学習指導法）
本ゼミナールでは，音楽形式、楽曲の様式などに関する基礎的な知識を身に付けることであり、受
講生が各々の事項について調べ学習を行い、その発表を行う。
 

授業内容

回 内容

1 音楽の形式に関する課題（リート形式、器楽形式に属する各種形式）１

2 音楽の形式に関する課題（リート形式、器楽形式に属する各種形式）２

3
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）１

4
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）２

5
西洋の舞曲（中世・ルネッサンスから近代に到る西洋音楽の舞曲、エスタンピー、ブラン
ル、メヌエット、ブーレ、サラバントなど）３

6 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）１

7 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）２

8 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）３

9 舞曲以外の器楽曲の名称（即興曲、間奏曲など）４

10 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）１

11 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）２

12 声楽曲の名称（賛美歌、リートなど）３
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13 ポピュラー音楽や現代の音楽１

14 ポピュラー音楽や現代の音楽２

15 ポピュラー音楽や現代の音楽３

16 試験

キーワード 音楽  

教科書・教材・参考書 課題のテキストを配布する。  

成績評価の方法・基準等 合格水準に到達するまで、音楽用語とその内容等に関する試験を繰り返し実施する。（100％）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ ３コマ程度の授業を実施した後で、テストで理解の程度を確認する。理解が不十分な場合は、学習
を繰り返し、再テストを行う。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533811  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[美術] 

編集担当教員 佐藤 敬助 

授業担当教員名(科目責任者) 佐藤 敬助 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 佐藤 敬助,中川 泰,菅野 弘之,針貝 綾,牧野 一穂 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室  

対象学生（クラス等） 中学校教育コース美術専攻1年  

担当教員Eメールアドレス keisuke@nagasaki-u.ac.jp他  

担当教員研究室 美術技術教室 !F 119号  

担当教員TEL 095-819-2349  

担当教員オフィスアワー 授業終了後の時間  

授業の概要及び位置づけ 中学校美術教員の必要な知識・技能を習得していくプロセスを概観する  

授業到達目標 美術教師に求められる各分野の知識・技能の概観を理解する。  

授業方法（学習指導法） 美術科教員のオムニバス形式による必要な各分野の概観説明と考察  

授業内容

回 内容

1 美術科教育分野について①

2 美術科教育分野について②

3 美術科教育分野について③

4 絵画分野について①

5 絵画分野について②

6 絵画分野について③

7 工芸分野について①

8 工芸分野について③

9 工芸分野について③

10 美術理論美術史分野について①

11 美術理論美術史分野について②

12 美術理論美術史分野について③

13 彫刻分野について①

14 彫刻分野について②

15 彫刻分野について③

16  
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キーワード 美術 美術教育  

教科書・教材・参考書  

成績評価の方法・基準等 日常の授業での活動状況50％・筆記試験またはレポート50％・60点以上(100点満点)  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ オムニバス形式の授業携帯のため、欠席しないように注意する事  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...0?subjectId=001800084335&formatCode=1&rowIndex=11&jikanwariSchoolYear=2014[2015/03/18 14:05:26]

学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533812  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[保体] 

編集担当教員 高橋 浩二 

授業担当教員名(科目責任者) 高橋 浩二 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 高橋 浩二,西澤 昭,山内 正毅,小原 達朗,河合 史菜 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]演習室1-(2)  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 本館１１０研究室（高橋）  

担当教員TEL ２３５８（高橋）  

担当教員オフィスアワー 随時（事前予約のこと）  

授業の概要及び位置づけ
本授業では，教員としての実践力を身につけるために，教育や保健体育教科関連の基本的な事柄を
知り，理解していく上で必要な心構えを学ぶ．授業を通じ て，教育，体育，子供，教師，学校，
地域等について考え，議論できるようになる．授業の進行は授業内容にある通りである．  

授業到達目標 教師としての心構えと教育に対する興味・関心が深まり，それらに対する理解が得られるようにな
る．  

授業方法（学習指導法） 本授業は講義形式で進める．なお，教科書を使用するほか，授業内容に関する資料を適宜用意する
．また，担当教員によって発表やレポート等の課題が出される場合がある．  

授業内容

以下の項目について保健体育教室に関係する教員が担当する．「試験」を除いて順番が前後するこ
ともある．
１）現代社会とスポーツ
２）スポーツの歴史と文化
３）スポーツライフの設計
４）運動技能の構造と運動の学び方
５）体ほぐしの意義と体力の高め方
６）健康の考え方
７）健康の保持増進と病気の予防
８）精神の健康と応急手当
９）生涯の各段階における健康
10）保健・医療制度と地域の保健及び医療機関の活用
11）環境及び労働と健康
12）環境と食品の保健
13）体育関係の用語の解説
14）保健関係の用語の解説
15）専門職としての教師の役割
16）試験  

キーワード 学校体育，スポーツ，体育学，スポーツ科学  

「新保健体育（改訂版）」（大修館書店）をテキストにする．
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教科書・教材・参考書 適宜資料も用意する．  

成績評価の方法・基準等
理由の如何を問わず５分の４以上の出席を必要とする．授業中の態度やレポート，成果発表を総合
的に評価するが，期末試験における成績を重視する。期末試験では６０％以上の得点が求められる
．  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
これまでの体験や経験を基に，学校体育や体育教師に関する話題を提供できるようにすることが重
要である．また，ニュースや新聞等に取り上げられている話題をチェックし，今日の教育問題につ
いて議論できるようになることも重要である．  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533813  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[家庭] 

編集担当教員 ガンガ 伸子 

授業担当教員名(科目責任者) ガンガ 伸子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ガンガ 伸子,及川 大地 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]家庭科演習室  

対象学生（クラス等） 中学校教育コース家庭専攻1年生  

担当教員Eメールアドレス tnobuko@nagasaki-u.ac.jp(ガンガ）  

担当教員研究室 354 (ガンガ)、351 (及川)  

担当教員TEL 2370(ガンガ）、2375(及川）  

担当教員オフィスアワー 事前予約のこと  

授業の概要及び位置づけ 高等学校家庭科に関する内容の復習と、大学での専門教育への発展のために必要な基礎知識を獲得
すること。  

授業到達目標
高校家庭科の内容をくまなく復習する。
海外の家庭科事情を知り、家政学の視座・視点から国際的な視野を広げる。
大学での専門教育に必要な基礎知識を習得する。  

授業方法（学習指導法） オムニバス  

授業内容

回 内容

1
オリエンテーション
-家政学を学ぶにあたって-（ガンガ、及川）

2
家政学原論
-家政学の歴史-(ガンガ)

3
家政学原論
-家政学の定義-(ガンガ)

4 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容① (ガンガ)

5 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容② (ガンガ)

6 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容③ (ガンガ)

7 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容④ （ガンガ）

8 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑤（ガンガ）

9 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑥（及川）

10 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑦（及川）

11 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑧ (及川)

12 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑨ (及川)
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13 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑩ (及川)

14 諸外国の家庭科スタンダードと専門領域の内容⑪ (及川)

15 家政学のプロフェッション (及川)

16  

キーワード 家政学原論、生活経営学、食物学  

教科書・教材・参考書

高等学校家庭科教科書(高等学校で使用したものでよい。ただし、家庭総合も持っていることが望
ましい。)
家庭科のカリキュラムの改善に関する研究-諸外国の動向-、国立教育政策研究所
National Standards for Family and Consumer Sciences Education
Mc Graw Hill "Discoverering Life Skills" (アメリカの家庭科教科書)  

成績評価の方法・基準等

<必須要件>
各担当者の授業を2/3以上出席していること。
各担当者が実施するすべての課題(小テスト)を提出していること。
高校家庭科の復習ノートを授業終了後に提示した期日までに提出していること。

評価方法
① 出席状況 : 前提
② 課題の達成状況 : 80%
③ ノート(課題) : 20%  

受講要件（履修条件） 中学校教育コース家庭専攻に所属していること。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
資料はLACSに掲載するので、引き抜き、事前に予習しておくこと。詳細は各担当教員が説明する
。
授業内容は、都合により順序が入れ替わることもある。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533814  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[社会] 

編集担当教員 堀井 健一 

授業担当教員名(科目責任者) 堀井 健一 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 堀井 健一,永田 聖二,飯塚 知敬,池谷 和子,大平 晃久,福留 真紀,土肥 大次郎 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]33講義室  

対象学生（クラス等） １年中学社会  

担当教員Eメールアドレス pericles_kh@yahoo.co.jp  

担当教員研究室 教育学部本館６階６１１番研究室  

担当教員TEL pericles_kh@yahoo.co.jp  

担当教員オフィスアワー 水曜日午後  

授業の概要及び位置づけ
歴史学，地理学，経済学，法律学，倫理学，社会科教育など，社会科に関連する基礎的な知識を学
び，さまざまな角度から社会を考察する方法を会得する。
社会科系の本の内容を適切に要約することができる。  

授業到達目標 社会科教育に関連する諸分野の一面を理解する。社会科系の本の要約ができる。  

授業方法（学習指導法）

講義形式と演習形式にて行う。
歴史学，地理学，経済学，法律学，倫理学，社会科教育など，社会科に関連する基礎的な知識を習
得する。
社会科系の本を読み要約をして発表する。  

授業内容

1 オリエンテーション・ 外国史の方法（堀井）
2 外国史の基礎知識（堀井）
3 社会科教育のアプローチ（土肥）
4 法律学の方法（池谷）
5 法律学の基礎知識（池谷）
6 地理学の方法（大平）
7 地理学の基礎知識（大平）
8 経済学の方法（永田）
9 経済学の基礎知識（永田）
10 日本史の方法（福留）
11 日本史の基礎知識（福留）
12 哲学・倫理学の方法（飯塚）
13 哲学・倫理学の基礎知識（飯塚）
14 本の要約発表会１（堀井）
15 本の要約発表会2（堀井）  

キーワード 社会科教育とその周辺  

教科書・教材・参考書 月村太郎『民族紛争』（岩波新書），政野淳子『四大公害病』（中公新書）（あくまで予定である
）  
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成績評価の方法・基準等 各分野の試験またはレポート70点
本の要約発表とレポート30点  

受講要件（履修条件） ２／３以上の出席を求める。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 課題図書を中心にして社会科教育の周辺の分野の本を読むなどして理解を深めることが有用である
。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533815  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[理科] 

編集担当教員 大庭 伸也 

授業担当教員名(科目責任者) 大庭 伸也 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 大庭 伸也,福山 隆雄,星野 由雅,赤羽 良一,山路 裕昭,隅田 祥光 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]第1PC室  

対象学生（クラス等） 学校教育教員養成課程  

担当教員Eメールアドレス ooba@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 各教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業空き時間  

授業の概要及び位置づけ

物理，化学，生物，地学，理科教育の各分野について，興味・関心を持ち，基礎的・基本的な知識
と理解を獲得するとともに，さまざまな分野の話題について積極的に学ぶ能力と態度を形成する。

 

授業到達目標 物理，化学，生物，地学，理科教育の各分野について，興味・関心を持つことができる。  

授業方法（学習指導法）  

授業内容

各分野の内容は以下のとおりである。

物理１：物理への招待：大きなものから小さなものまでを、どのようにまとめ考えていくのか。そ
して、未来を予測していくのか。法則性の探求。
物理２：ビデオ「宇宙から地球を見ると」「スペースシャトル内での実験」の視聴と討論。保存則
に関する簡単な実験。
物理３：現代先端技術に関するビデオの視聴。科学技術の物理学の関係。磁石の不思議。
化学１：日本人のノーベル化学賞受賞研究
化学２：化学実験の基礎知識
化学３：化学実験の演示と科学的思考
生物１：生物の特徴と生物界の分類
生物２：植物の生活と生きる知恵
生物３：植物が動いた方がよい時：植物の繁殖
地学１：身の回りの地学現象と地質学
地学２：惑星形成過程に関する最新の理論と観測結果
地学３：ビッグバン宇宙の歴史
理科教育１：どのような理科授業を望むか。理想の理科授業。
理科教育２：理科授業ビデオの視聴と討論。
理科教育３：最近の話題（理科学力の低下等）。  

キーワード  

化学:「化学ってそういうこと！」（化学同人）
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教科書・教材・参考書
理科教育：理科教育関係の雑誌（理科の教育，理科教室，その他）

化学：「イラストで見る化学実験の基礎知識」飯田 隆他編著（丸善）
理科教育：小中学校の理科教科書  

成績評価の方法・基準等 各分野について興味・関心を持ち，基礎的・基本的な知識と理解を獲得し，積極的に学ぶ能力と態
度を形成したかを評価し，6割以上達成できている場合に合格とする。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 質問等により積極的に授業に参加してもらいたい。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533816  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[技術] 

編集担当教員 藤木 卓 

授業担当教員名(科目責任者) 藤木 卓 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 藤木 卓,藤本 登,武藤 浩二,木村 彰孝 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]技術教材開発室H26～  

対象学生（クラス等） 技術科1年生  

担当教員Eメールアドレス t-fujiki@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 美術・技術棟2F 215室  

担当教員TEL 095-819-2363  

担当教員オフィスアワー 昼休み  

授業の概要及び位置づけ 技術科における4年次までの学びの概要を理解するとともに，大学生活での糧となる内容について
，それぞれの教員の専門性の観点から，授業を行う。  

授業到達目標 技術科における4年間の学びの概要が説明できる。  

授業方法（学習指導法） プレゼンや討論等を含む，演習的な形式  

授業内容

１．オリエンテーション
２．技術科教育及び情報の観点から
３．技術科教育及び情報の観点から
４．環境・エネルギーの観点から
５．環境・エネルギーの観点から
６．環境・エネルギーの観点から
７．電気電子の観点から
８．電気電子の観点から
９．電気電子の観点から
１０．木材加工の観点から
１１．木材加工の観点から
１２．木材加工の観点から
１３．栽培の観点から
１４．栽培の観点から
１５．まとめ  

キーワード  

教科書・教材・参考書  

成績評価の方法・基準等 各教員から出される授業中の課題等により，総合的に評価する。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533817  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[英語] 

編集担当教員 稲毛 逸郎 

授業担当教員名(科目責任者) 稲毛 逸郎 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 稲毛 逸郎 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]演習室6-(9)  

対象学生（クラス等） 学校教育教員養成課程 英語専攻 １年生  

担当教員Eメールアドレス inage@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 ６１９研究室 其の他英語専攻教員室  

担当教員TEL 095-819-2093  

担当教員オフィスアワー 水曜日 16:00～18:00  

授業の概要及び位置づけ 英語の諸分野について基礎的な知識を習得し、それらについての自分の考えを持ち、適切に表現で
きるようになる。  

授業到達目標 各回のテーマについて、十分な知識・理解を得ること。  

授業方法（学習指導法） 各担当教員が授業で指示する。  

授業内容

英語についての専門的領域は、主として、英文学、米文学、英語学、英語科教育から成り、各教員
が、それぞれの専門分野についてリレー方式で授業を行う。

1. アメリカ文学について（１）
2. アメリカ文学について（２）
3. アメリカ文学について（３）
4. イギリス文学について（１）
5. イギリス文学について（２）
6. イギリス文学について（３）
7. 英語科教育について（１）
8. 英語科教育について（２）
9. 英語科教育について（３）
10. 英語学について（１）
11. 英語学について（２）
12. 英語学について（３）
13. 英語教育・異文化理解について（１）
14. 英語教育・異文化理解について（２）
15. 英語教育・異文化理解について（３）
16. まとめ・レポート提出  

キーワード イギリス文学 アメリカ文学 英語学 英語科教育 異文化理解  

教科書・教材・参考書 各教員より、授業中に指示がある。  

授業のねらい及び到達目標の達成度を下記の基準で判定する。
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成績評価の方法・基準等 合格水準は６０％である。

授業への積極的貢献 ２０％
レポートの評価 ８０％  

受講要件（履修条件） 中学校教育コース英語専攻１年次生  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 英語についての各専門分野の配布資料を基に、発展的読書に取り組んで下さい。  
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学期 後期  曜日・校時   月５ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 2.0 

時間割コード 20141095533818  科目番号 10955338

授業科目名 ●専門ｾﾞﾐﾅｰﾙ[特別支援] 

編集担当教員 吉田 ゆり 

授業担当教員名(科目責任者) 吉田 ゆり 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 吉田 ゆり,高橋 甲介,石川 衣紀 

科目分類   学部モジュール科目、教職関連科目 

対象年次   1年   講義形態   演習科目  

教室 [教]24講義室  

対象学生（クラス等） 特別支援教育コース1年  

担当教員Eメールアドレス yuyoshida@nagasaki-u.ac.jp(吉田）  

担当教員研究室 教育学部本館2階  

担当教員TEL 095-819-2394(吉田）  

担当教員オフィスアワー 授業終了後  

授業の概要及び位置づけ

専門ゼミナールは、1年前期の教養セミナーにおける、高校生活での学習スタイル（与えられた勉
強・受験のための勉強）から大学生にふさわしい学習スタイル （問題発見・解決型の主体的学び
）への転換を踏まえて、特別支援教育コースに入学してきた学生として専門分野に関する主体的能
動的学習(見学等の体験学習 を含む）を支援し、その成果を発表・共有することをねらいとする。
 

授業到達目標 特別支援教育（障害児教育）に関する各自の興味・関心に基づく主体的な学びとその成果をまとめ
、発表できること。  

授業方法（学習指導法） 教員の講話、学習の手引き、各自の課題学習の支援、施設(学校）見学、学習成果の発表会等の多
追うな形式でゼミを行う。  

授業内容

回 内容

1
オリエンテーション
授業の進行（日程確認）、自己紹介、各係の選出・決定

2 図書館案内、専門図書・論文等の情報収集の方法の学習

3 大学で専門分野をいかに学ぶか（教員の講話①）

4 大学で専門分野をいかに学ぶか（教員の講話②）

5 大学で専門分野をいかに学ぶか（教員の講話③）

6 個人の学習課題の確定とグループの決定、冬休みの課題図書（共通）の選定

7 グループ別学習活動①

8 グループ別学習活動②

9 グループ別学習活動③

10 グループ別学習活動④ 課題図書の配布

11 冬休みの共通課題図書の感想レポート発表会
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12 施設・学校見学（センター試験前日の休講日に実施）

13 学習成果発表会①

14 学習成果発表会②

15 学習成果発表会③

16 評価（レポート提出）

キーワード 主体的学び  

教科書・教材・参考書 特別支援教育大事典（旬報社）  

成績評価の方法・基準等 学習成果発表の発表内容、提出レポートを総合して評価する。  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 特別支援教育コースでこれから学んでいく専門の入り口です。課題意識を持って取り組んでいきま
しょう。  
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